
 

 - 1 -

平成 23 年２月８日 

各    位 

会 社 名 フューチャーアーキテクト株式会社 

代表者名 代表取締役社長  安 延   申 

   （コード番号 4722、東証第一部 ） 

問合せ先  執行役員      中 島 由 彦 

（ＴＥＬ (03) 5740 － 5724 ） 

 

平成22年12月期連結業績のお知らせ 

 

１．平成22年12月期連結業績について： 

当社グループの平成22年12月期（平成22年１月１日～平成22年12月31日）の連結売

上高は226億39百万円（前年同期比4.3％減）、同営業利益は31億41百万円（同19.9％

増）、同経常利益は32億81百万円（同21.3％増）、同当期純利益は15億91百万円（同

32.1％増）と、各種の利益は過去最高水準となりました。 

 

売上高は、主として上半期において、足元の定まらない景気動向の影響を受け、受

注の伸び悩みや契約時期の遅れなどが発生したことにより、昨年よりも減少しました。

他方、こうした状況下でもプロジェクト運営の的確化やコスト管理の一層の改善を図

ったことによって利益構造は顕著に改善し、利益率は大きく向上しました。 
更に、下半期に入っては、我が国企業の業績回復傾向をも反映し、新規顧客からの

受注を含め、受注高・受注残高は堅調に増加しており、新年度においては売上高も増

加していくものと考えております。 

当該期の各事業分野の特記事項は次の通りです。 

 

ＩＴコンサルティング事業は、新規案件も含めて下半期にはプロジェクトの拡大に

伴って売上高も回復してまいりましたが、上半期の低迷を補うには至らず、売上高は

139億81百万円（前年同期比8.0％減）となりました。 

一方、プロジェクトマネジメントの強化により納期・品質・工数を適切にコントロ

ールできたことや徹底したコスト管理の実施等により、営業利益は29億95百万円（同

7.3％増）となり、営業利益率は21.4％（前年同期18.4％）と、前連結会計年度と比べ

て大きく改善いたしました。 

 

パッケージ＆サービス事業は、株式会社アセンディアにおいて年間を通して受注が

回復し、受託ビジネスが順調に推移するとともに、フューチャーアーキテクト本社と

の連携による保守運用売上が着実に増加いたしました。また、株式会社エルムにおい

ても、上半期は低調に推移いたしましたが、景気の底打ちに加えて営業力の抜本的強

化を図った結果、下半期には業績が回復しております。その結果として、売上高は44
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億15百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は１億70百万円（前年同期は16百万円の

損失）となりました。 

 

企業活性化・新事業開拓事業は、その大部分を占める食品スーパー事業（魚栄）に

おいて、老朽化店舗の改装による競争力の強化やＩＴ導入による販売戦略の合理化、

業務改革によるコスト削減効果等は継続しておりますが、売上高はほぼ前連結会計年

度並みの45億58百万円（前年同期比0.0％減）、営業損失は40百万円（前年同期は103

百万円の損失）となっております。 

 

２．平成23年12月期業績予想について： 

企業のＩＴ投資全体は、今後も引続き慎重な姿勢が継続するものと見込まれますが、

当社グループにおいてはＩＴ投資が生命線となる流通業及びサービス業の顧客を中心

に、受注は増加傾向で推移しており、新年度にはこれらの受注が売上増につながって

いくものと考えております。 

ＩＴコンサルティング事業については、新年度には大型プロジェクトのリリースが

続く予定となっており、それに伴い社員稼働率の上昇や外注費の増加が見込まれてお

りますので、この数年の取り組みを活かして最適な管理体制を維持しながら、限られ

たリソースを適切に管理し、着実な利益に繋げていくことが大きな課題であると考え

ております。 
パッケージ＆サービス事業については、営業体制の強化と新しい技術革新に対応し

た製品群の新世代化のために、グループ内の中堅・中小企業向けパッケージ事業の組

織再編を行い、グループ内に分散している人財や製品の統合を行います。クラウドコ

ンピューティングやモバイル端末の新世代化といった技術は中堅・中小企業市場にお

いても新しいＩＴ投資の動きを呼び起こすと考えており、今後、本格的にこの市場の

開拓を進めてまいります。 
企業活性化・新事業開拓事業（株式会社魚栄商店）については、引き続き粗利率改

善の努力を継続するとともに、ＩＴをさらに活用していくことで、徹底した業務効率

化促進と顧客分析力強化に取り組み、その結果を販売戦略に反映させることによって

顧客満足度の向上、売上拡大を図ってまいります。 

 

 これらを踏まえて、平成23年12月期の連結業績は、売上高245億円（前年同期比8.2％

増）、営業利益34億円（同8.2％増）、経常利益34億50百万円（同5.1％増）、当期純

利益19億50百万円（同22.5％増）を予定しております。 

 

なお、平成23年12月期の１株当たり配当金は、1,500円を予定しておりますが、株主

の皆様への分配機会を増加させるため、当連結会計年度から従前と配当方法を変更し、

中間配当を実施することといたしました。当連結会計年度の配当金の内訳は、中間・

期末とそれぞれ750円の配当を予定しております。 
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 平成23年12月期予想 前年同期比 平成22年12月期実績

連結売上高 245億円 108.2％ 226億39百万円 

連結営業利益 34億円 108.2％ 31億41百万円 

連結経常利益 34億50百万円 105.1％ 32億81百万円 

連結当期純利益 19億50百万円 122.5％ 15億91百万円 

 

以 上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

 フューチャーアーキテクト株式会社 経営管理室 IR 担当 池内 

  IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 

 

 

 


